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建
交
労
鉄
道
本
部
は
22

春

闘
で
大
幅
賃
金
引
き
上
げ
を

は
じ
め
労
働
条
件
改
善
を
も

と
め
て
Ｊ
Ｒ
貨
物
本
社
前
に

て
全
国
統
一
行
動
を
決
起
し

ま
し
た
。

だ
れ
も
が
８
時
間

働
け
ば
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
賃
金

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、
３
年
前
に

評
価
制
度
を
取
り
入
れ
た
新

人
事
制
度
を
導
入
し
ま
し
た

が
、
子
育
て
支
援
と
い
い
つ

つ
家
族
手
当
は
実
質
減
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。
や
る
気
の

出
る
人
事
制
度
と
う
た
っ
て

一
部
の
社
員
だ
け
を
優
遇
す

る
職
務
手
当
を
支
給
し
意
図

的
に
格
差
を
付
け
て
い
ま
す
。

試
験
を
受
け
て
も
ほ
と
ん
ど

の
社
員
が
落
と
さ
れ
、
不
透

明
な
試
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
事
制
度
に

対
し
社
員
の
給
料
が
上
が
ら

な
い
賃
金
制
度
に
こ
の
ま
ま

で
は
生
活
で
き
な
い
と
毎
年

多
く
の
若
年
社
員
が
会
社
を

辞
め
て
い
く
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
・安
心

を
さ
さ
え
る
労
働
者

の
待
遇
改
善

鉄
道
貨
物
輸
送
は
、
こ
の

国
の
経
済
を
支
え
る
物
流
手

段
で
あ
る
と
と
も
に
、
環
境

に
や
さ
し
い
大
量
輸
送
が
で

き
る
こ
と
か
ら
も
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
３
・

11
東
日
本
大
震
災
か
ら
11

年

が
経
ち
ま
し
た
。
あ
の
と
き

オ
イ
ル
タ
ン
ク
車
を
つ
な
げ

て
、
い
ち
早
く
被
災
地
に
物

資
を
届
け
た
よ
う
に
、
災
害

時
に
輸
送
力
を
発
揮
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
次

に
く
る
災
害
に
そ
な

え
て
、
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
維
持
・
拡

充
を
は
か
る
こ
と
。

輸
送
力
確
保
に
向
け

て
体
制
を
確
立
す
る

こ
と
。
そ
の
た
め
に

安
全
・
安
心
を
さ
さ

え
る
労
働
者
の
待
遇

改
善
に
向
け
て
努
力

す
る
こ
と
を
、
強
く

求
め
る
も
の
で
す
と

訴
え
ま
し

た
。

２０２２年3月16日
NO １５1号
発行責任者
須藤清成

建交労鉄道

岩手地本

交
運
共
闘
第
33
回
総
会

２
月
25
日
（
金
）
14
時
～
17
時
総
会
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
形
式
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

バ
ス
運
転
士
な
ど
の
運
送
業
界
で
働
く
人
の

労
働
ル
ー
ル
を
定
め
た
「
改
善
基
準
告
示
」
の

見
直
し
議
論
が
厚
生
労
働
省
で
行
わ
れ
て
い
る
。

勤
務
終
了
か
ら
翌
日
の
勤
務
ま
で
の
「
休
息
」

時
間
を
現
行
の
８
時
間
か
ら
９
時
間
に
す
る
か
、

11
時
間
に
拡
大
す
る
か
が
争
点
。
厚
生
省
は
11

時
間
に
拡
大
を
提
案
。
経
営
側
が
「
９
時
間
案
」

を
提
出
。
こ
れ
に
労
組
代
表
が
基
本
的
に
受
け

入
れ
る
姿
勢
を
示
し
て
い
て
、
３
月
が
ヤ
マ
場
。

参
加
者
か
ら
「休
息
」11
時
間
が
必
要
。
「
９

時
間
じ
ゃ
不
足
」
健
康
被
害
も
、
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
!
「
全
国
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
岩
手
の
会
」
画
上
映
会

都
鳥
伸
也
監
督
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画

「
戦
争
の
足
跡
を
追
っ
て
～
北
上･

和
賀
の
十
五
年
戦
争
～
」

日

時

２
０
２
２
年
３
月
27
日

①
10
時
～

②
14
時
～

北
上
平
和
記
念
館

展
示
館
の
川
島
茂
裕
氏
に
よ
る
ト
ー

ク
実
施
場

所

ア
イ
ー
ナ
7
階

小
田
島
組
☆
ほ
～
る

前
売
券
：
５
０
０
円
（
当
日
７
０

０
円
）

※

大
学
生
以
下
無
料

東
日
本
大
震
災
11
年
の
つ
ど
い

日

時

２
０
２
２
年
4
月
16
日

場

所

普
代
村
体
育
館
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汚
染
水
の
海
洋
放
出
は

世
界
の
海
を
脅
威
に
さ
ら

す
太
平
洋
へ
の
放
射
能
汚
染

水
放
出
に
反
対
す
る
理
由
は
、

技
術
的
に
も
、
放
射
線
に
関

す
る
点
か
ら
い
っ
て
も
、
数

多
く
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は

そ
れ
ら
を
報
告
し
、
調
査
を

続
け
て
い
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
沖
で
海
底

の
放
射
線
調
査
を
行
う
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
の
放
射
線
専
門
家

は
、
（
２
０
１
６
年
３
月
）

に
汚
染
水
の
海
洋
放
出
は
、

海
洋
環
境
や
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
根
本
的
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
今
世
紀
、
気
候
変
動

や
生
物
多
様
性
の
危
機
な
ど
、

世
界
の
海
は
最
も
深
刻
な
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
ど
の
国
の
政
府

で
あ
れ
、
明
確
な
代
替
案
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最

も
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
選

択
肢
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
意

図
的
に
太
平
洋
を
放
射
能
で

汚
染
す
る
と
い
う
決
定
は
、

誤
っ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
の
計
画
に
は
、

多
く
の
法
的
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。
韓
国
、
中
国
、
北
太

平
洋
島
嶼
国
な
ど
、
影
響
を

受
け
る
沿
岸
国
と
の
協
議
を

怠
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、
環

境
影
響
評
価
を
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。

日
本
政
府
は
、
自
国
の
水

域
か
ら
の
汚
染
が
公
海
や
他

国
の
水
域
を
汚
染
し
な
い
よ

う
に
す
る
義
務
を
負
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
太
平
洋
に
投

棄
す
る
代
わ
り
に
、
継
続
的

な
貯
蔵
や
、
放
射
性
ト
リ
チ

ウ
ム
除
去
な
ど
の
方
法
を
取

ら
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
と
疑

問
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

東

電
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放

出
に
反
対
す
る
韓
国
の
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
は
、
早
け
れ
ば
２

０
２
３
年
に
開
始
予
定
の
海

洋
放
出
を
、
止
め
る
時
間
は

ま
だ
あ
り
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン

条
約
/
ロ
ン
ド
ン
議
定
書
会

議
に
参
加
す
る
い
く
つ
か
の

国
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
と

と
も
に
、
今
後
も
東
電
福
島

第
一
原
発
の
汚
染
水
問
題
に

つ
い
て
日
本
政
府
に
質
問
し
、

異
議
を
唱
え
続
け
る
は
ず
で

す
。岸

田
政
権
は
、
30
年
前
に

ロ
シ
ア
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権

が
経
験
し
た
よ
う
に
、
放
射

性
廃
棄
物
を
海
に
投
棄
す
る

計
画
が
実
行
可
能
で
あ
る
と

は
限
ら
な
い
こ
と
を
、
近
く

知
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
：
Ｉ
Ｅ

Ａ
Ｅ
が
情
報
提
供
へ

国
際

会
議
で
の
汚
染
水
処
理
の
議

論
は
続
く

ー

日
本
政
府
は

懸
念
の
声
に
真
摯
に
向
き
合

え
。

シ
ョ
ー
ン
・
バ
ー
ニ
ー

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
東
ア

ジ
ア

シ
ニ
ア
核
問
題
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
１
９
９
０
年
に

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
核
問
題

担
当
と
な
る
。
東
ア
ジ
ア
地

域
の
核
政
策
、
と
く
に
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
問
題
や
原
子
力

発
電
所
の
安
全
性
問
題
に
つ

い
て
詳
し
い
。
25
年
以
上
、

日
本
の
核
政
策
を
め
ぐ
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
関
わ
っ
て
き
た
。

２
０
０
０
年
８
月
か
ら
２
０

０
１
年
３
月
ま
で
東
京
電
力

福
島
原
発
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
装
荷

差
し
止
め
裁
判
に
関
わ
っ
た
。

２
０
１
１
年
以
降
、
東
京
電

力
福
島
原
発
の
放
射
線
調
査

や
、
欧
州
の
老
朽
化
原
発
、

日
本
の
再
稼
働
の
問
題
に
も

取
組
む
。

*
「
廃
棄
物
そ
の
他
の
物
の

投
棄
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防

止
に
関
す
る
条
約
」
（
通
称
：

ロ
ン
ド
ン
条
約
）

**
「
１
９
７
２
年
の
廃
棄
物

そ
の
他
の
物
の
投
棄
に
よ
る

海
洋
汚
染
の
防
止
に
関
す
る

条
約
の
１
９
９
１
年
の
議
定

書
」
（
通
称
：
ロ
ン
ド
ン
議

定
書
）

東
電
福
島
第
一
原
発

放
射
能
汚
染
水
を
海
洋
放

出
し
な
い
で

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
か
ら
11
年
た
っ
て
も
増

え
続
け
る
放
射
能
汚
染
水
。

選
択
肢
に
上
げ
ら
れ
て
い
る

放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放
出

に
強
く
反
対
し
ま
す
。

不足しがちなカルシューム

牛乳より吸収率高い野菜や大豆製品
（東京医療保険大学 細田明美）

カルシュウムは、現代日本人にとって、特に不足しが

ちな栄養素です。まず、カルシュウムの摂取目安ですが、

厚生労働省の「日本人の食事摂取基準（２０２０年度版）

成人男性一日７５０㎎、成人女性一日６５０㎎となって

います。

しかし、実際の摂取量は２０１９年の「国民健康・栄

養調査」によると、摂取量に対する充足率は７割前後と

低く、明らかに足りていません。その背景として、高校

進学に給食で毎日摂取していた牛乳がなくなることが、

１５歳以降に摂取量が低下する原因として報告されてい

ます。さらに、１５歳以降の摂取量は不足状態のまま、

更年期を迎えるまで続いています。

生命維持に不可欠な栄養素不足は骨粗鬆症の原因に

カルシュウムは骨や歯の校正構成成分であるだけでな

く、細胞内の情報伝達物質としての役割や、血液凝固、

筋肉収縮、酵素の活性化などにも関与し、生命維持に不

可欠な栄養素です。骨にはカルシュウムの貯蔵庫として

の役割もあり、ホルモンの作用によって骨中のカルシュ

ウムの出し入れ（骨吸収と骨形成）がおこなわれていま

す。

カルシュウムの摂取不足は、骨粗しょう症や骨折のリ

スクを高めている一因にもなっています。骨粗しょう症

予防には、カルシュウムの蓄積量が最大となる成長期

（１０歳～１４歳）カルシュウムをしっかり摂取し、最

大骨量をより高めることが大切です。特に女性は、閉経

を境に骨量減少が謙虚になることがわかっています。

また、若年女性における「やせ願望」がもたらす不適

切なダイエットで骨量が減少し、カルシュウムをはじめ

とする栄養不足がかんれんしていることが報告されてい

ます。

吸収率を高めて 一緒に取ると良い栄養素

カルシュウムは体に吸収されにくい性質があります。

そのため、吸収を高めてくれるビタミンDや、骨を沈着す

るのを助けるビタミンKを多く含む食品（納豆など）を、

一緒に摂取することがポイントです。

いっぽう、ナトリュウム（塩分）やリン、アルコール

の過剰摂取はカルシュウムの吸収を妨げます。

アブラナ科の野菜、大豆食品、漁獲類の吸収率にも注目!

牛乳・乳製品はカルシュウム含量が多く、吸収率が高く、

牛乳以外のカルシュウムは腸管以外で十分吸収されない、

と言われてきました。しかし、カブの葉、大根の葉、コ

マツナなどのアブラナ科の野菜や大豆製品は、牛乳より

カルシューム吸収率が高く、又、魚介類はほぼ同程度の

吸収率であることがわかりました。

カルシュームを野菜や大豆製品、魚介類から摂取する

ことは、効率よくカルシュームを吸収し、最大骨量も高

めてくれる可能性があるでしょう。

原発ゼロNO 131

「ロンドン条約」と「ロンドン議定書」NO3

人間が健康に生きて行く為に161

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
を
迎
え
た
。
復
興
は
い
ま
だ
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。

亡
く
な
っ
た
人
は
３
月
1
日
時
点
で
1
万
５
９
０
０
人
と
な
り
、
今
も
な
お
、
２
５
２
３
人
が
行
方
不
明
の
ま

ま
。
第
1
原
発
の
1
号
機
で
は
、
２
月
に
燃
料
デ
ブ
リ
と
み
ら
れ
る
も
の
を
初
め
て
確
認
で
き
た
が
、
実
施
は
２

年
遅
れ
た
。

敷
地
内
で
増
え
続
け
る
処
理
水
を
薄
め
て
海
に
放
出
す
る
計
画
に
は
、
新
た
な
風
評
を
懸
念
す
る
漁
業
関
係
者

が
、
強
く
反
対
し
て
い
る
。

３
万
３
０
０
０
人
余
り
が
避
難
を
続
け
る
福
島
県
。

北
海
道
鉄
道
本
部
の
取
り
組
み

３
月
10
日
春
闘
勝
利
！
全
国
統
一
行
動
日
に
呼
応
し
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
鉄
道
本

部
の
取
り
組
み
は
、
札
幌
地
区
労
連
が
札
幌
駅
南
口

広
場
で
昼
休
み
に
開
催
し
た
「
３
・
10
全
国
統
一
行

動
」
に
組
合
員
11
名
で
参
加
し
、
午
後
か
ら
は
建
交

労
春
闘
チ
ラ
シ
を
折
り
込
ん
だ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
配
布
を
お
こ
な
い
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
抗
議
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
鉄
道
本
部
組

合
員
の
反
戦
へ
の
思
い
を
書
き
込
ん
だ
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ー
ド
を
掲
げ
11
名
の
仲
間
た
ち
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

22
春
闘

貨
物
本
社
前
抗
議
行
動
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シ
ュ
ッ
、
ク
イ
ッ
、

ズ
ボ
ッ
。
２
月
６
日
。

ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、

ツ
ボ
足
と
バ
ラ
エ
テ
ィ

な
足
下
の
人
た
ち
が
期

待
を
胸
に
秘
め
向
か
う
。

こ
の
日
の
七
滝
氷
像

は
、
透
き
通
る
よ
う
な

青
い
巨
体
に
白
く
薄
い

衣
を
は
お
り
、
迫
力
と

と
も
に
美
し
か
っ
た
。

対
照
的
に
体
内
を
流
れ

る
透
明
の
血
液
は
ご
う

音
を
響
か
せ
、
す
さ
ま

じ
い
勢
い
で
流
れ
て
い

た
。
毎
年
会
う
都
度
容

姿
が
変
わ
る
。
い
や
、

毎
日
変
わ
る
ら
し
い
。

ど
ん
な
著
名
な
芸
術

家
の
作
品
よ
り
も
、
自

然
が
つ
く
る
芸
術
が
い

い
。
七
滝
は
「
オ
ォ
ー
ッ
！
」
、

道
す
が
ら
の
雪
の
造
形

に
は
「
ほ
っ
」
の
連
続

だ
っ
た
。

こ
の
氷
像
は
盛
岡
な

ど
八
幡
平
周
辺
で
寒
さ

を
し
の
い
で
暮
ら
す
民

へ
神
様
か
ら
の
ご
褒
美

か
も
し
れ
な
い
。

い

や

、

遠

く

気

仙

沼

か

ら

参

加

の

潤

ち

ゃ

ん

た

ち

に

は

も

っ

と

大

き

な

ご

褒

美

だ
っ
た
と
思
う
。

こ

の

日

は

ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
ジ
ョ

イ
フ
ル

の
18

人

に

他

の

ク

ラ

ブ

な

ど

か

ら

も

合

流

し

た

。

そ

の

中

に

高

校

の

同

級
生
も
い
て
約
半
世
紀

ぶ
り
に
会
え
、
嬉
し
か
っ

た
。

国
交
省
の
担
当
者

「人
材
は
コ
ス
ト
で
は
な

く
資
産
だ
」

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
は
資

産
で
あ
る
人
材
を
簡
単

に
手
放
し
て
し
ま
い
ま

す
。資

産
で
あ
る
人
材
を

投
げ
出
す
会
社
が
良
く

な
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。
人
材
を
つ
な
ぎ
と

め
る
手
立
て
が
必
要
で

す
。
な
ぜ
資
産
で
あ
る

人
材
が
出
て
行
っ
て
し

ま
う
の
か
真
剣
に
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
社
員
の
待
遇

改
善
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

貨
物
会
社
が
株
式
上

場
を
め
ざ
し
て
様
々
な

改
革
を
す
す
め
る
た
め

に
は
、
そ
の
原
動
力
と

な
る
社
員
の
待
遇

改
善
を
柱
に
、
働

き
つ
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
将
来
展

望
を
示
し
て
、
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

近
年
、
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
若

年
労
働
者
の
早
期

退
職
の
課
題
、
国
鉄
改

革
に
起
因
す
る
「
構
造

矛
盾
」
の
解
消
に
向
け

て
努
力
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
い
ま
Ｊ
Ｒ
貨
物
会

社
が
と
り
く
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ

る
こ
と
を
強
調
。

人
権
侵
害

貨
物
列
車
は
災
害
時

な
ど
途
中
駅
で
抑
止
さ

れ
る
こ
と
が
た
び
た
び

あ
り
ま
す
が
、
長
時
間

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
８
時
間
を
め
ど
に

交
代
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
要
員

不
足
に
よ
り
交
代
運
転

士
が
い
な
い
と
い
わ
れ

10
時
間
も
20
時
間
も
機

関
車
に
中
で
缶
詰
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、

ト
イ
レ
や
食
事
の
心
配

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

と
て
も
苦
労
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が

も
し
女
性
の
運
転
士
だ
っ

た
ら
ど
う
な
の
か
！
視

点
を
変
え
れ
ば
こ
れ
ほ

ど
の
人
権
侵
害
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
男
だ
か

ら
良
い
と
い
う
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
経
営
安
定

基
金
運
用
益

利
率
の
減
少
に
よ
り

基

金

を

設

け

た

機

能

（
収
益
調
整
処
置
）
が

果
た
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
共
有
で
き
て
お
り
、

今
般
の
下
支
え
対
応
な

ど
鉄
道
運
輸
機
構
に
よ

る
対
策
は
講
じ
ら
れ
て

い
る
が
会
社
発
足
か
ら

約
20
年
間
は
運
用
益
が

半
減
と
な
っ
て
も
特
段

の
対
応
が
取
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
Ｊ
Ｒ
北
海

道
は
経
費
削
減
で
難
局

を
乗
り
越
え
よ
う
と
し

た
が
、
列
車
の
更
新
や

軌
道
の
整
備
が
後
回
し

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

石
勝
線
で
の
特
急
列
車

脱
線
火
災
事
故
や
大
沼

で
の
貨
物
列
車
脱
線
と

い
う
重
大
事
故
が
続
発

し
、
第
三
者
委
員
会
の

調
査
結
果
か
ら
資
金
不

足
が
表
面
化
さ
れ
以
後

の
支
援
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て

財
政
確
立
に
む
け
た
恒

久
的
な
支
援
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

在
来
線
問
題

新
幹
線
の
札
幌
延
伸

に
伴
う
並
行
在
来
線
問

題
で
は
、
運
行
経
費
の

自
治
体
負
担
額
の
問
題

が
先
行
議
論
さ
れ
財
政

基
盤
が
脆
弱
な
沿
線
自

治
体
は
捻
出
が
困
難
と

し
て
バ
ス
へ
の
転
換
止

む
無
し
の
姿
勢
と
な
っ

て
い
る
。
北
海
道
か
ら

本
州
へ
の
貨
物
物
流
体

系
を
考
え
た
時
に
室
蘭

線
は
温
泉
地
帯
を
走
行

し
て
お
り
再
び
火
山
噴

火
が
起
き
る
と
鉄
道
や

高
速
道
路
な
ど
交
通
網

は
寸
断
さ
れ
ま
す
。
２

０
０
０
年
の
有
珠
山
噴

火
時
に
は
「
山
線
」
が

客
貨
物
輸
送
に
迂
回
路

と
し
て
活
用
さ
れ
小
泉

総
理
大
臣
か
ら
の
感
謝

状
が
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
送

ら
れ
て
い
る
経
過
も
あ

る
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
減
少
や
Ｃ
Ｏ
２

排
出
問
題
を
考
え
る
と

世
界
的
に
鉄
道
貨
物
輸

送
へ
の
転
換
期
に
あ
り
、

羊
蹄
山
麓
で
収
穫
さ
れ

る
農
産
物
な
ど
の
輸
送

コ
ス
ト
削
減
や
鉄
道
資

源
を
活
用
し
た
地
域
振

興
に
よ
る
地
産
地
消
が

進
み
沿
線
自
治
体
に
活

気
を
湧
き
起
こ
す
こ
と

も
期
待
で
き
ま
す
。
貨

物
列
車
が
走
行
す
る
合

間
を
利
用
し
た
客
車
の

運
行
も
可
能
に
な
る
こ

と
で
沿
線
自
治
体
か
ら

の
運
行
経
費
負
担
額
も

大
幅
に
減
少
す
る
こ
と

も
見
込
ま
れ
る
と
北
海

道
鉄
道
本
部
の
考
え
を

提
起
し
、
国
交
省
か
ら

は
物
流
の
観
点
か
ら
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
時
間
規
制
も
あ

り
、
追
い
風
の
状
況
に

あ
り
輸
送
勝
手
を
良
く

す
る
な
ど
議
論
を
重
ね

て
い
き

た
い
と

述
べ
ら

れ
ま
し

た
。

３
・
２
建
交
労
中
央
行
動
国
土
交
通
省
交
渉

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
32

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
１
０
０
０
人
以
上
の
人
殺
し

平
和
な
デ
モ
に

車
を
突
っ
込
む

若
い
女
性
を

後
ろ
か
ら
銃
撃

平
和
を
大
事
に
す
る
仏
教
国
だ
っ
た
の
に

こ
れ
を
赦
し
て
い
る
日
本
の
政
府

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
稼
い
で
い
る
日
本
の
企
業

大
・
中
・
小
合
わ
せ
て
５
０
０
社
に
上
る

仕
掛
け
は
政
府
資
金
の
国
際
協
力
Ｏ
Ｄ
Ａ

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
を
は
じ
め
ど
の
社
も
グ
ズ
グ
ズ

き
っ
ぱ
り
手
を
切
ろ
う
と
し
な
い

在
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
大
使
館
前
で
抗
議

で
き
る
こ
と
か
ら
応
援
し
よ
う

井
上

駿

。
あ
と
少
し
で
春
が

来
る
。
で
も
今
年
は

一
足
早
く
心
の
中
に

春
が
訪
れ
た
。
本
号

に
記
載
の
安
ヶ
平
さ

ん
の
「
随
想
」
に
出

会
っ
た
か
ら
だ
。
前

向
き
な
文
書
に
刺
激

さ
れ
励
ま
さ
れ
て
い

る
。サ

ミ
エ
ル
・
ウ
ル

マ
ン
は
書
籍
で
「
年

を
重
ね
た
だ
け
で
人

は
老
い
な
い
。
理
想

を
失
う
と
き
に
初
め

て
老
い
が
来
る
。
歳

月
は
皮
膚
の
し
わ
を

増
す
が
、
情
熱
を
失

う
時
に
精
神
は
し
ぼ

む
。
人
は
信
念
と
共

に
若
く
、
疑
惑
と
共

に
老
ゆ
る
。
人
は
自

信
と
共
に
若
く
、
恐

怖
と
共
に
老
ゆ
る
。

希
望
あ
る
限
り
若
く
、

失
望
と
共
に
老
い
朽

ち
る
」
と
名
言
を
遺

し
た
。

ぼ
ん
く
ら
の
小
生

は
、
今
月
ま
た
一
つ

年
を
重
ね
る
。
よ
い

し
ょ
と
声
を
あ
げ
頑

張
ら
な
け
れ
ば
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

と
こ
ろ
で
、
安
ヶ
平

さ
ん
の
「
人
生
の
三

つ
の
目
標
」
は
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
ジ
ョ
イ
フ
ル

の
歌
声
お
姉
さ
ん
の

生
き
方
と
共
通
し
て

い
る
。
と
、
勝
手
に

思

っ

た
。

３
月
の
た
わ
ご
と

細
川
忠
雄

感
動
と
癒
し
の
七
滝
氷
像
ツ
ア
ー

細
川
忠
雄

「
随
想
」

安
ケ
平

文
（
あ
や
）

し
ん
し
ん
と
降
る
雪
の
朝
の
静
け
さ
は
、は
か
な
く
美
し
い

周
り
の
景
色
は
み
る
み
る
モ
ノ
ト
ー
ン
に
染
ま
っ
て
い
く

そ
の
中
を
真
紅
の
コ
ー
ト
と
鮮
や
か
な
傘
を
さ
し
て
歩
い
て
み
る
自

分
が
う
れ
し
い

ま
る
で
私
の
中
に
ま
だ
純
情
な
小
さ
な
女
の
子
が
住
ん
で
い
る
か
の

よ
う
に

白
い
息
が
そ
の
ま
ま
積
も
る
か
の
よ
う
に
雪
が
あ
た
り
を
染
め
て
い

く
い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
を
思
い
描
い
て

キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
世
界
を
見
続
け
て
い
れ
ば

そ
の
心
の
輝
き
は
美
し
さ
に
な
っ
て
顔
に
表
れ
る

若
さ
は
年
齢
で
は
な
い
。年
齢
は
阻
害
要
素
に
は
な
ら
な
い

い
つ
も
向
上
心
を
持
っ
て
い
れ
ば
、い
つ
で
も
輝
い
て
い
ら
れ
る
の
で
す

そ
し
て
お
し
ゃ
れ
は
女
性
を
輝
か
せ
る
力
が
あ
る
の
で
す

美
し
く
輝
い
て
見
え
る
人
は

こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
人
生
の
経
験
と
授
か
っ
た
知
恵
が

そ
の
人
の
オ
ー
ラ
に
な
っ
た
も
の
だ
と
思
う
の
で
す

「
健
康
を
つ
く
る
」
「
平
和
を
つ
く
る
」
「
命
輝
く
社
会
を
つ
く
る
」
私

は
一
人
の
働
く
女
性
と
し
て
こ
の
三
つ
を
目
標
に
生
き
て
き
ま
し
た

何
歳
に
な
っ
て
も
花
の
よ
う
に
美
し
く
、

賢
く
、強
く
、豊
か
に
、健
や
か
に

は
じ
け
る
笑
顔
で
生
き
て
い
き
た
い
。

も

う
す
ぐ
春
は
そ
こ
に
来
て
い
る
・・・

冬

の
眠
り
か
ら
目
覚
め
手
足
を
伸
ば

す
よ
う
に
つ
ぼ
み
が
ゆ
っ
く
り
花
ひ
ら

く華
や
ぐ
季
節
の
訪
れ
を
な
ご
り
雪
と

と
も
に
心
と
き
め
か
せ
て

待
ち
わ
び
て
い
る
私
で
す
。

３
月
２
日
建
交
労
中
央
行
動
に
参
加
し
、
午
後
か
ら

国
土
交
通
省
に
対
し

て
、
旅
客
会
社
と
の
ダ
イ
ヤ
調
整
の
問
題
、
線
路
使
用
料
の
問
題
な
ど
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
会
社
が
抱
え
る
「
構
造
問
題
の
解
消
」
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

対
す
る
国
か
ら
の
支
援
強
化
を
軸
に
雪
害
対
策
や
経
営
安
定
基
金
運
用
益
を

安
定
さ
せ
る
た
め
の
措
置
、
新
幹
線
札
幌
延
伸
に
よ
り
並
行
在
来
線
と
な
る

函
館
本
線
山
線
（
小
樽
ー
長
万
部
間
）
の
有
効
活
用
、
そ
し
て
歯
止
め
が
掛

か
ら
な
い
早
期
退
職
問
題
で
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。


